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開会式
日時：令和5年6月24日（土） 10：15～10：45

本日、第18回食育推進全国大会が、「食で心も体も幸せに とやまから広
げるウェルビーイング」をテーマとしまして、盛大に開催されるにあたり、農
林水産省を代表いたしましてご挨拶を申し上げます。

新田知事、国会議員の先生方、富山県議会議員の皆様をはじめ、本日ご
臨席いただいている皆様におかれましては、日頃より食育の推進にご尽力
いただき、厚くお礼を申し上げます。また、実行委員会の皆様はじめ、今大
会の開催に多大なるご尽力いただいた方々に対し、厚く感謝を申し上げた
いと思います。本当にありがとうございます。

食育の推進は、私たちが健全な食生活を日々実践し、美味しく楽しく食べ
ることや、それを支える社会や環境を持続可能なものにしていくために重
要な取り組みであります。このため、政府におきましては、令和3年3月に決
定した、第4次食育推進基本計画に基づき、生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進、持続可能な食を支える食育の推進、新
たな日常やデジタル化に対応した食育の推進、このことを重点項目としSDGs の観点も踏まえつつ総合的に推進しているところで
あります。

また政府においては、食料・農業・農村基本法の見直しに向けて検討を行っているところであります。その中で、食料安全保障に
関するリスクの高まりや、持続可能な方法で生産された農産物や食品に対する理解等が必要であり、幅広い世代の食のリテラシー
を高める食育が重要であることについても、議論がなされているところであります。

こうした中で、持続可能な食に対する国民の理解や関心が高まるよう、国といたしましては、地方公共団体や地域で食育活動に取
り組んでおられる多くの皆様と連携をして、今後一層食育を推進してまいりたいと考えております。今大会におきましては、テーマに
沿った食と、ウェルビーイングに関するシンポジウムなど、多数のイベントが開催をされます。ご参加いただく皆様には食について楽
しみながら学びを深めていただき、その様子を全国に発信してまいります。

また、この後、全国各地で顕著な実績を上げられた食育活動に対する表彰式が予定されております。受賞者の皆様には心からお祝
いを申し上げます。今後も取り組みを継続していただき、各地域における食育の輪を広げていただくことを大いに期待をしております。

最後に、この食育推進全国大会が皆様の貴重な学びの場となり、全国各地で食育の取り組みがますます進むことをご祈念申し上
げまして、私の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

本日、「第18回食育推進全国大会 inとやま」を本県で開催できますこと
は、大変にありがたく嬉しく思っております。

主催者の農林水産省からは、勝俣孝明農林水産副大臣、また、国会議員
の皆様をはじめ多くのご来賓の皆様、ご関係の皆様、そしてこの大会をず
っと練り上げて、準備を重ねていただきました実行委員会、企画委員会の
皆様はじめ多くの方にご参加いただきまして、この開会式を開催できます
こと、大変にありがたく、お礼を申したいと思います。

おかげさまで、この広大なテクノホールの会場もいい感じに空気が温まって
まいりました。この勢いで、2日間大いに盛り上げてまいりたいと思います。

富山県は、「幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域、富山～」を
成長戦略のビジョンに掲げ、ウェルビーイングの向上を政策の柱として、様々
な政策を打ってきております。ウェルビーイングを育む基盤は、何といっても、農林水産業にあると考えております。そしてその中で
も、食がとても大切な役割を果たしていると考えております。

富山県は3,000メートル級の立山連峰、そして水深1,000メートルの富山湾、この高低差4,000メートルのダイナミックな地形、
そしてそこを流れる豊かな水、これらが富山県の海の幸、野の幸、山の幸を育んでいます。この豊富な素材をおいしい食として提供
させていただく、これが富山県のウェルビーイングの基本になっております。どうかこの機会に、県外の皆様には、富山のファンにな
っていただきたいと思います。また、県民の皆様には、本大会を契機に、改めて、この恵まれた富山県の魅力を実感いただければ幸
いです。

本大会の開催にあたり、お力添えをいただいた皆様に心から感謝を申し上げます。そして2日間に渡り、シンポジウム、トークシ
ョー、料理教室、ワークショップ、各団体のブースなど、大いにご堪能いただきまして、楽しんでいただきたいと思います。

それでは2日間、ともに盛り上げてまいりましょう。よろしくお願いします。

富山商業高等学校吹奏楽部演奏

農林水産副大臣　勝俣 孝明

富山県知事/実行委員会会長　新田 八朗

主催者挨拶（概要）

オープニングアクト

皆様おはようございます。
この食育全国大会が、食材の宝庫である富山、そして本年はまた棟方志

功が生誕120年、そして6年間疎開をしていた時に残された作品が素晴ら
しいものがあるというようなことで、いろんな展覧会などがあるというよう
な話を聞いております。その大変記念すべき年に、この食育の会が開かれ
ますことを本当に嬉しく思っております。

そして、服部先生と共に、この食育というものをやってまいりました私と
いたしましても、本当にいろいろな組織の中で、企業であるとか教育現場、
あるいはボランティア活動、そして専門家の皆様方のご協力によりまして、
本当に定着をしてまいりました。そして、本日受賞される皆様方に、心から
おめでとうございますとお祝いを申し上げたいと思います。

物の本によりますと、平安時代の末期から鎌倉時代の前期まで活躍した日本の歌人、鴨長明という人の歌に、「ゆく河の流れは絶
えずして、しかももとの水にあらず」という、要するに時流の変化、時世の変化というものを詠った歌のようでございますけれども、
やはり、もう社会は刻々と変化しております。そしてこの食の現場、食文化というものもどんどん変わってきております。そして、今日
お集まりの皆様方がそうした良いもの、伝統文化、それは残しながら、新たなアイディアでこの食文化というものをもっともっと、そ
してこの食育というものをしっかりとまた広げていくということが、素晴らしいことではないかと思っております。

知事が富山からウェルビーイングをとおっしゃっていただいて、私ども6年前から活動しておりますものにとって、本当にありがた
いことでございます。来月には私も世界一ウェルビーイングが進んでいると言われております、幸せな国フィンランドを視察してまい
ります。

そして、日本が本当に誰一人取り残さない生活が満足できる、そうしたウェルビーイングの素晴らしい世界をつくるために、これ
からも食の分野で皆様方と共に頑張っていくことをお約束申し上げまして、お祝いの言葉とさせていただきたいと存じます。本日は
本当におめでとうございました。

参議院議員　山東 昭子 氏

来賓祝辞（概要）
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皆様おはようございます。
今日は「第18回食育推進全国大会 inとやま」がこのように盛大に開催

されますこと、心からお祝い申し上げます。
今日は富山県選出の国会議員橘先生はじめ多くの先生方ご臨席ではご

ざいますが、ご指名により一言ご挨拶させていただきます。今日はここ富
山県に山東先生、土屋先生はじめ全国から多くの皆様にお集まりをいただ
いたことに、心から歓迎を申し上げます。

ご紹介頂いたとおり、私が農林水産大臣を務めさせて頂きました一昨年
の岩手大会は、1か月前にコロナの感染が拡大しまして、現地開催からWeb
開催に変更しビデオメッセージを送らせていただきましたが、今日は全国から大勢お集まりいただき大変よかったなと思っておりま
す。また、ご表彰を受けられる皆様、おめでとうございました。日頃の取組みに心から感謝を申し上げると同時に、益々のご活躍を
御祈念申し上げます。

ご案内のとおり、現在の第4次食育推進基本計画は、私自身大臣として会長を務めました食育推進会議で令和3年3月に決定させ
ていただいたものでございます。本日ご臨席の服部先生をはじめ、多くの有識者の方にご尽力いただきましたことにも感謝申し上
げたいと思います。様々な議論をさせていただきましたが、大きな柱の1つとして持続可能な食を支える為の食育を推進することが
重要であるとさせていただきました。丁度その時、みどりの食料システム戦略も検討しておりましたので、それと相まって環境に配
慮した食の重要性ですとか、あるいは農林水産業の重要性を理解するための農林漁業体験、地産地消の取組み、栄養教諭の配置促
進など、学校・家庭・地域・企業、社会全体でこの国民運動を展開していくことが重要だと思っております。

現在全国で様々な取組みが進められているわけですが、今日も富山県大会が食育推進に対して有意義なものになりますことを期
待したいと思います。ブースの中では富山県の素晴らしい食材が紹介されるイベントなどもあるようでございますので、ぜひ富山県
の食を通じて食に関する理解を深めていただければ幸いでございます。

最後になりますが、改めて全国で食育推進に取り組んでおられる皆様のご尽力に心から感謝申し上げて一言ご挨拶に代えさせて
いただきます。誠におめでとうございました。

皆様こんにちは。私は埼玉県選出の衆議院議員でございます。本日は第18
回を迎えました食育推進全国大会が、この富山で開催されますことをお祝い申
し上げます。

おいしい水、そして海の幸山の幸、そして美しいこの自然の景色、富山へ来
るたびに感動を覚えるものでございます。

食育基本法が作られて18年が経ちました。18年の中で皆様のお力添えによ
りまして、食育は確実に進んでおります。そして太い根を張って、そしてまた、そ
の根から別れた新たな根を作ろうと頑張っているところでございます。

その食育基本法が作られた同じ年に、栄養教諭制度という制度が作られたのを、
皆さんご存知でしょうか。栄養教諭って何？という方が多いかと思います。関係者の方、例えば学校の先生とか栄養関係の方はよく知ってらっしゃ
ると思いますけども、一般市民の方にお話を伺うと、学校で給食を作っているところの栄養士さんでしょ？という答えが多いわけでございます。

実はこの栄養教諭制度が作られてから、栄養士さん、それから管理栄養士さんが、学校に栄養と食育を教えるために教師として入ること
ができる制度であります。日本全国まだ100%この栄養教諭が配置されてないのが現状でございますけども、私たちは、この100%配置を
目標に今頑張っているところでございます。

先達て私の地元の小学校で、文化庁から、この食育推進に多大な貢献をしているということで表彰されました。その内容は、食育の授業
が学校内にとどまらず、地域の自治会の皆さんにも栄養教諭が講演に行っているということでございます。そしてまた、教室で習った子ど
もたちの授業を通して、宿題を出して家庭に持っていくということをしっかりとやっていて、家庭と学校と地域社会が一つになって食育を推
進しているという、大変好事例であるということを、表彰の対象にしていただきました。

これから私たち、また頑張って皆様と共に全国に栄養教諭を配置していって、本当に日本の食育がさらに進むことを頑張っていきたいと
考えております。私は常日頃、小さい頃からの食の教育、食の学びこそが国民運動の原点であると考えております。皆様、どうぞ一緒にさ
らに頑張っていこうではありませんか。

最後になりますが、この大会を主催していただいた新田知事をはじめとする富山県の皆様、そして農林水産省の皆様、関係各位に心か
ら感謝を申し上げましてお祝いの言葉とさせていただきます。今日はおめでとうございます。

参議院議員（元農林水産大臣）　野上 浩太郎 氏

衆議院議員　土屋 品子 氏

※挨拶者以外

※挨拶者以外

実行委員会 副会長　伊藤 孝邦
実行委員会 副会長　横田 美香

「第18回食育推進全国大会 inとやま」が開催されるにあたりまして、県
議会を代表して一言お祝い申し上げます。

ここ富山産業展示館におきまして、ご来賓の皆様をはじめ、県内はもとよ
り、全国各地から多くの方々をお迎えし、食育推進全国大会がこのように
盛大に開催されますことは誠に喜ばしく存じます。また本日栄えある表彰
をお受けになられます皆様方には、誠におめでとうございます。これまでの
ご尽力とご労苦に深く敬意を表しますとともに、今後ともご壮健で益々ご
活躍されますことをご期待申し上げます。

食は健康で文化的な国民の生活を作る基礎でありますが、近年は心身の
健康と食との関連があらためて認識され、食生活を見つめ直す機運が高ま
りつつあり、食育の意義は益々大きくなっております。

今回の開催テーマは「食で心も体も幸せに とやまから広げるウェルビーイング」であります。本日の全国大会を契機として、県内
外の各地域において、食育の取組みがより一層推進されますことを心から期待しております。県議会といたしましても、健康で豊か
な暮らしと持続可能な食を支える環境の充実に全力を尽くしてまいる所存であります。

結びに、本大会の開催にご尽力をいただきました農林水産省をはじめご関係の皆様方に深く感謝を申し上げますと 
ともに、本日ご出席の皆様方のご健勝、ご多幸をご祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。本日は誠におめでとう 
ございます。

富山県議会議長　山本 徹 氏

衆議院議員　橘 慶一郎 氏
衆議院議員　吉田 豊史 氏
参議院議員　堂故 茂 氏
参議院議員　山田 俊男 氏
参議院議員　柴田 巧 氏

衆議院議員　田畑 裕明 氏　代理：岩佐 秀典 氏
衆議院議員　上田 英俊 氏　代理：濱瀬 浩晃 氏
食育推進評価専門委員会座長　服部 幸應 氏
第7回食育活動表彰審査委員長　中嶋 康博 氏

衆議院議員　上田 英俊 氏
衆議院議員　田畑 裕明 氏
衆議院議員　堀内 詔子 氏

（五十音順）

主催者紹介

来賓紹介

祝電

イベントステージ

14 15



東館

イベントステージ

農林水産省はボランティア活動、教育活動又は農林漁業、食品製造・販売等その他の事業活動を通じた食育の取組を対象として、そ
の功績を称えるとともに、その取組の内容を広く国民に周知し、食育を推進する優れた取組が全国に展開されていくことを目的と
して「食育活動表彰」を実施している。
今年度は、応募のあった個人・団体のうち、特に優れていた5組に農林水産大臣賞、13組に消費・安全局長賞、5点に審査委員特別
賞を授与した。

第7回食育活動表彰では、全国都道府県等から推薦されました
180件の皆様からの審査を行い、その中から優れた23の団体の
食育活動を表彰することとなりました。ここに受賞された皆様に
心からお喜び申し上げます。

審査委員会では審査基準に基づき、先進性、継続性、有効性、
波及性そして実践性の5つの観点から評価をいたしました。さら
に、対象活動が第4次食育推進基本計画の3つの重点事項に効果
的な解決しするものであるのか、さらに地域における食の循環、全
体の中における自らの活動の目的や目標を明確にし、企画、実施、
評価に関して地域との連携を踏まえて活動を進めていらっしゃる
かどうか、こういった視点から審査委員の間で熟慮を重ねて検討
を行った次第でございます。今回の審査を通じて、新しい時代に向
けた食育が本格化していると感じたところでございます。

この度受賞された皆様の取り組みを拝見いたしますと、食育活動におけるいくつかのキーワードが浮かんでまいります。まず1つ
は世代を超えた学びを目指す食育、伝統に育まれた食育、生産者と消費者をつなぐ食育、持続可能な社会の実現を目指す食育、そ
してデジタル技術を活用した食育でございます。まさに第4次食育推進基本計画で提起されている課題を解決する真摯に取り組ま
れた活動であったと、審査員一同多くを学ばせていただきました。

ただいま授賞させていただきましたが、今年度は審査員特別賞も設けたところでございます。この審査員特別賞では、特定の課題
に取り組まれたり、食育の領域を広げたり、未来の姿をお示しいただくような、愛であふれるユニークな取り組みを受賞対象といた
しました。今回表彰された皆様の食育活動は、息の長い取り組み、それから新しい発想に基づいた取り組みもございました。ただコ
ロナ禍にあって大変ご苦労されたと存じます。その中でも工夫を凝らし、さらに発展された取り組み、新たな関係者の出会いを生み
出すような取り組みもございました。いずれも多くの方々のご協力により実現したものであると承知しております。社会の隅々まで
食育の理念をひらけていただいたことに感謝申し上げます。

最後に、この表彰をきっかけにして新たな食育の調整が生まれること、そして、ウェルビーイングが高まっていくことを祈念いたし
まして、私からの講評とさせていただきます。受賞者の皆様本日はおめでとうございました。

第7回食育活動表彰審査委員長　中嶋 康博 氏

ボランティア部門

審査委員長講評（概要）

受賞者一覧

第7回食育活動表彰表彰式
日時：令和5年6月24日（土） 10：45～11：05

⃝農林水産大臣賞
　熊本市食生活改善推進員協議会［熊本県］
⃝消費・安全局長賞
　備前市栄養委員会［岡山県］
⃝消費・安全局長賞
　鹿島市食生活改善推進協議会［佐賀県］

⃝農林水産大臣賞
　シェアリンク茨木［大阪府］
⃝消費・安全局長賞
　かけはしの会［長野県］
⃝消費・安全局長賞
　東金市食生活改善会［千葉県］
⃝消費・安全局長賞
　京津畑自治会［岩手県］
⃝審査委員特別賞
　沖縄大学管理栄養学科 子ども食堂サポートチーム［沖縄県］

食生活改善推進員の部 食育推進ボランティアの部

教育関係者・事業者部門

⃝農林水産大臣賞
　コミュニティカフェ・カフェゴッコ［富山県］
⃝消費・安全局長賞
　劇団からっぽ大作戦（宝塚市教育委員会）［兵庫県］
⃝消費・安全局長賞
　きょうと食育ネットワーク［京都府］
⃝消費・安全局長賞
　NPO法人 劇場創造ネットワーク［東京都］
⃝審査委員特別賞
　一般社団法人 和食文化国民会議［東京都］
⃝審査委員特別賞
　富士文化幼稚園［愛知県］

⃝農林水産大臣賞
　東京ガス株式会社［東京都］
⃝消費・安全局長賞
　株式会社明治［東京都］
⃝消費・安全局長賞
　カゴメ株式会社［東京都］
⃝消費・安全局長賞
　株式会社日本アクセス［東京都］
⃝審査委員特別賞
　日本マクドナルド株式会社［東京都］

⃝農林水産大臣賞
　AGRI BATON PROJECT［茨城県］
⃝消費・安全局長賞
　平塚市漁業協同組合［神奈川県］
⃝消費・安全局長賞
　株式会社大地のMEGUMI［北海道］
⃝審査委員特別賞
　わかやま農業協同組合 やろう会［和歌山県］

教育等関係者の部

企業の部

農林漁業者等の部
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